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Sibelius 2022.10の新機能と改善点 
Sibelius 2022.10 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• パート譜を作成コマンド（Sibelius Ultimateのみ） 

• 強弱記号入力の改善点 
 

Sibelius 2022.9の新機能と改善点 
Sibelius 2022.9 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• 譜表名の改善点 

• 一致する次の/前のオブジェクトを選択コマンド 

• 新規の/アップデートされたManuScript変数 
 

Sibelius 2022.7の新機能と改善点 
Sibelius 2022.7 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• ダイナミックギター譜（五線譜とタブ譜） 

• 新しい楽器 

• すべての楽器がSibelius for mobileに追加（バージョンによって異なります） 
 

Sibelius 2022.5の新機能と改善点 
Sibelius 2022.5 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• 新しい製品名： 

• Sibelius First 

• Sibelius Artist 

• Sibelius Ultimate 

• 右クリックからワイルドカードを選択 

• スコア上の新しいヘッダーとフッター 

• 新しい選択の拡張コマンド 

• 新しいSibeliusファイル形式 

• 新しいタイの後ろの音符以外をフィルター 

• 新しいManuScriptコマンドID 

• デフォルトのペダル線の改善 

• その他の改善点 
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Sibelius for mobile 2022.4の改善点 
Sibelius 2022.4 では、以下の改善点あります： 

• 移調： 

• キーごと 

• 音程ごと 

• スコア全体 
 

Sibelius 2022.3の新機能と改善点 
Sibelius 2022.3 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

• サポートされるオペレーティングシステムの変更： 

• Windows 11のサポート 

• macOS 12.x(Monterey)のサポート 

• macOS 10.12.x(Sierra)はサポートされなくなりました 

• グラフィック・ユーザー・インターフェースの更新 

• 新しいクイックスタート・テンプレート 

• ManuScript言語の改善（Sibelius | Ultimateのみ） 

 

 
 

システム要件と互換性情報 
Avid® が互換性を保証し、サポートを提供できるのは、Avid®がテストして承認したハードウェアおよびソフト ウェ

アのみです。 
 

システム要件、および適合するコンピューター、オペレーティング・システム、ハードドライブ、サード・パーティ

ー製デバイスのリストについては、こちらをご覧ください： 

www.avid.com/compatibility 
 

バージョンの互換性について 
Mac 

Sibelius 2019.9 は、macOS10.10(Yosemite) および macOSX10.11 (El Capitan) を、Sibelius 2022.12は、macOS10.12(Sierra)をサ

ポートする最後のバージョンでした。 現行バージョンの Sibelius との互換性を維持するためには、macOS10.13 (High Sierra) 
以降にアップグレードすることをお勧めします。 

Windows 

Sibeliusの現在のバージョンとの互換性を維持するために、Windows 10以降にアップグレードすることをお勧めします。 
Windows 10への移行の詳細については、www.microsoft.comをご覧ください。 

 

旧バージョンのSibeliusをお使いの方で、macOS Catalina または Windows 10にアップグレードする場合は、Sibeliusもアッ

プグレードして最新バージョンにすることをお勧めします。 

http://www.avid.com/compatibility
https://www.microsoft.com/en-gb/windows/windows-7-end-of-life-support-information
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Sibeliusのドキュメントで使用されている用語の説明 
Sibeliusのドキュメントでは、メニューの選択肢、キーボード・コマンド、マウス・コマンドを以下のように表してい

ます： 
: 

 

操作用例 操作内容 

ファイル > 保存 ファイルメニューから保存を選択 

Control + N Controlキーを押しながらNキーを押す 

Control – クリック Controlキーを押しながらマウスでクリック 

右クリック マウスの右ボタン（右側）をクリック 
 
 
 

画面上に表示されるCommands、Options、Settingsの名称は異なるフォントで表示されます。 

重要な情報を強調するために、以下の記号を使用しています： 

   ユーザーヒント :  Sibeliusを最大限に活用するための役立つヒントです。 

  重要なお知らせ :  Sibeliusのデータまたはパフォーマンスに影響を与える可能性のある情報が含まれていま す。 

  ショートカット : キーボードまたはマウスを使った便利なショートカットです。 

 クロスリファレンス : このガイドおよび他のAvidドキュメントの関連セクションを指します。 

 
 
 

この PDFガイドの使用方法 
この PDF には、次の便利な機能が含まれます： 

・ 左側のブックマークは、連続して表示される目次として機能します。各項目の見出しをクリックすると、そのペ

ージに移動します。 

・ + 記号をクリックしてその見出しを展開し、小見出しを表示します。小見出しを折りたたむには、– 記号をクリッ

クします。 

・ 目次には、項目ごとにページへの有効なリンクが含まれています。カーソルを項目名の上に動かし、指のマーク

に変わったらクリックして、その項目のページに移動します。 

・ 青色で表記されているクロスリファレンスは、すべて有効なリンクです。クリックして参照してください。 

・ [編集]メニュー > [検索]を選択、もしくは右上の検索ボックスから、オブジェクトを検索できます。 

・ iPad でこの PDF を表示するときは、ドキュメント内の有効なリンクを利用するために、[ブック]アプリでファイ

ルを開くことをお勧めします。Safari で PDF を表示している場合は、画面上部の右から三つ目の(四角から 上向き

の矢印が出ている)アイコンをタップし、並んでいるアプリの中から[ブック]アプリを見つけ、タップして[ブッ

ク]アプリで PDF を開きます。 
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リソース 
Avid のウェブサイト(www.avid.com)は、Sibelius を最大限に活用するための情報を提供する最高のオンライン・ソース

です。 
 

アカウントの作成 
Avid マスター・アカウントを作成します。www.avid.com/account 

 
製品登録 
購入した製品をオンラインで登録します。www.avid.com/register 

 
製品のダウンロード 
ソフトウェア、アップデート、ドキュメント、およびその他のリソースを以下からダウンロードします。 

my.avid.com/products 
 

サポートとダウンロード 
Avid カスタマー・サクセス(テクニカル・サポート)へのお問い合わせ、ソフトウェア・アップデートや最新のオン ラ
イン・マニュアルのダウンロード、システム要件を確認するための互換性ドキュメントの閲覧、オンライン・ナレッ

ジベースの検索、ユーザー・カンファレンスでの世界中の Avid ユーザー・コミュニティへの参加などができます。 
www.avid.com/support 

 
すばやくスタートアップ(英語版) 
Avid YouTube チャンネル内の「Sibeliusをすばやくスタートアップ(Get Started Fast with Sibelius)」をご覧ください。 

Get Started Fast with Sibelius 
 

トレーニングと教育 
オンラインで利用できるコースでの自習、Avid 認定トレーニング・センターの教室での学習方法、ビデオ・チュート

リアルやウェビナーの視聴などができます。 
www.avid.com/education 

 
製品と開発者 
Avid 製品についての情報、デモ・ソフトウェアのダウンロード、開発パートナーとそのプラグイン、アプリケーショ 
ン、およびハードウェアについての情報をご覧いただけます 。 

www.avid.com/products 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.avid.com/
https://www.avid.com/account
http://www.avid.com/register
https://my.avid.com/products
https://www.avid.com/support
https://www.youtube.com/playlist?list=PLhCR_8aS9jOPvy871jRUESB0EdgOCD8s1
http://www.avid.com/education
https://www.avid.com/products
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Sibelius 2022.10の新機能と改善点 
 
 
 

パート譜を作成コマンド 
(Sibelius Ultimate のみ) 
 

パート譜を作成コマンドを使用すると、選択した譜表を新しいパート譜に変換できます。Sibelius for mobileでは、特に便利

な機能です。 

 

選択した譜表を新しいパート譜に変換するには： 

1 １つもしくは１つ以上の譜表を選択します。 

2 コマンド検索で「パート譜を作成」と入力します。 

3 検索結果から「パート譜を作成」を選ぶと、選択範囲が新しいダイナミックパート譜として作成されます。 

 

ManuScriptを使用するには、Sibelius.Execute(“make_into_part”);を使用してプラグインを作成します。 

 

 

強弱記号入力の改善点 
p、m、f などで入力された強弱記号は、自動的に音楽フォントに様式化されるようになりました。 から までのすべ

ての強弱記号に対応します。Sibelius for mobileでは、特に便利な機能です。強弱記号を入力するキーボード・ショートカッ

トの、MacではCommand + アルファベット（P, M, Fなど） 、WindowsではControl + アルファベット（P, M, Fなど）は引き

続きお使いいただけます。 
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Sibelius 2022.9の新機能と改善点 
 
 
 

譜表名 
Sibeliusでは、譜表名を追加する新しい方法を用いて、大譜表にパート番号やその他の名称を表示することができます。 

 
譜表名を編集 

 

譜表名を追加するには： 

1 ［表示］＞［非表示］＞［非表示のオブジェクト］にチェックを入れます。 

2 編集したい名前の大譜表の左側をダブルクリックします。 

 

 

譜表名を編集するために「非表示のオブジェクト」を表示する 

 

3 パート番号またはテキストを入力します。 

 

スコア上の譜表名を後でリセットするには： 

 楽器の変更を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 



7 

Sibeliusの新機能と改善点 

 

 

 

一致する次の/前のオブジェクトを選択コマンド 
Sibeliusには、水平方向または垂直方向に、次または前の類似オブジェクトを選択するためのコマンドが追加されました。

このコマンドを使えば、歌詞やアーティキュレーションなど、スコア上で選択したものをさらに素早く選択することがで

きます。また、これらのコマンドを使って、次のコードネームやリハーサルマークを探すなど、スコアをナビゲートする

ことも可能です。 

 

水平方向のコマンドは、選択した譜表の左から右、または右から左へ、垂直方向のコマンドは、譜表全体の上から下、ま

たは下から上、そして左から右へ検索します。 

Sibelius Ultimateでは、これらの新しいコマンドは、［ファイル］ > ［環境設定］ > ［キーボードショートカット］ > 
［選択］から編集することができます。 

 

一致する次のオブジェクトを選択（水平方向）： 

 Mac：Command + Shift + . または Win：Control + Shift + . 

一致する前のオブジェクトを選択（水平方向）： 

 Mac：Command + Shift + , または Win：Control + Shift + , 

一致する次のオブジェクトを選択（垂直方向）： 

 Mac：Command + Option + Shift + . または Win：Control + Alt + Shift + . 

一致する前のオブジェクトを選択（垂直方向）： 

 Mac：Command + Option + Shift + , または Win：Control + Alt + Shift + , 

 

 

ManuScript 言語の改善点 
(Sibelius Ultimate のみ) 
 

新しい楽器の変更の変数 

FullInstrumentName この楽器の変更に関連するフルの楽器名に戻します（読み書き）。  

FullInstrumentNameWithFormatting この楽器の変更に関連するフルの楽器名に戻します。フォントやスタイルの変更がある

場合はそれも含みます（読み書き）。 

FullStaffName この楽器の変更に関連する譜表のフルの名称に戻します（読み書き）。 

FullStaffNameWithFormatting この楽器の変更に関連する譜表のフルの名称に戻します。フォントやスタイルの変更がある場

合はそれも含みます（読み書き）。 

ShortInstrumentName この楽器の変更に関連するショートの楽器名に戻します（読み書き）。 

ShortInstrumentNameWithFormatting この楽器の変更に関連するショートの楽器名に戻します。フォントやスタイルの変更

がある場合はそれも含みます（読み書き）。 

ShortStaffName この楽器の変更に関連する譜表のショートの名称に戻します（読み書き）。 

ShortStaffNameWithFormatting この楽器の変更に関連する譜表のショートの名称に戻します。フォントやスタイルの変更が

ある場合はそれも含みます（読み書き）。 
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新しい/アップデートされた Sibelius 変数 

ViewAnnotations ［表示］ > ［非表示］ > ［注釈（Annotations）］ がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

ViewAttachmentLines ［表示］ > ［非表示］ > ［添付ライン］ がオンの場合、Trueになります（読み書き）。  

ViewBarNumbers ［表示］ > ［非表示］ > ［小節番号］がオンの場合、Trueになります（読み書き）。  

ViewComments ［表示］ > ［非表示］ > ［コメント］ がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

ViewHandles ［表示］ > ［非表示］ > ［ハンドル］がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

ViewHiddenObjects ［表示］ > ［非表示］ > ［非表示のオブジェクト］がオンの場合、Trueになります（読み書き）。  

ViewLayoutMarks ［表示］ > ［非表示］ > ［レイアウト記号］がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

ViewPageMargins ［表示］ > ［非表示］ > ［ページの余白］がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

ViewPlaybackLine ［表示］ > ［非表示］ > ［再生ライン］がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

ViewReplayMarker ［表示］ > ［非表示］ > ［リプレイライン］がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

ViewHighlights ［表示］ > ［非表示］ > ［ハイライト］ がオンの場合、Trueになります（読み書き）。 

 

新しい譜表変数  

FullStaffName 最初のフルの譜表名に戻します（読み書き）。 

FullStaffNameWithFormatting 最初のフルの譜表名に戻します。フォントやスタイルの変更がある場合はそれも含みます（読

み書き）。 

ShortStaffName 最初のショートの譜表名に戻します（読み書き）。 

ShortStaffNameWithFormatting 最初のショートの譜表名に戻します。フォントやスタイルの変更がある場合はそれも含みま

す（読み書き）。 
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Sibelius 2022.7の新機能と改善点 
 
 
 

ダイナミックギター譜 
Sibeliusにダイナミックギター譜が追加され、2つの譜表をリンクさせることで、五線譜とタブ譜をペアにして、同じ音楽デ

ータを共有できるようになりました。テンプレート・スコアの［ギターソロ］もこの機能を含むスコアに更新されていま

す。 

 

ダイナミックギター譜の作成 
ダイナミックギター譜を作成するには： 

・ ［ギターソロ］のテンプレートを開きます。 

・ 空白スコアから始める場合は、［作成メニュー］＞［楽器］＞［ギター］内で、任意のギター名に［五線譜&タブ］

と明記されたものを追加します。例）クラシックギター［五線譜＆タブ］ 

これで、ギターの五線譜とタブ譜を連動して編集できるようになります。 

 

1つの五線譜またはタブ譜をダイナミックギター譜に変更するには: 

1 変更したい五線譜またはタブ譜を選択します。 

2 コマンド検索で「ダイナミックギター譜を追加」と入力し、コマンドをタップします。 

元の譜表にリンクした譜表が追加されます。元の譜表(五線譜またはタブ譜)とは逆の譜表になっています。 

 

ダイナミックギター譜を使う 
どちらかの譜表で入力すると、リンクされた譜表に変更が反映されます。 

 

ギター譜表：五線譜とタブ譜 

 

 

ダイナミックギター譜で移調 
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五線譜の表記とタブ譜の違い 
ダイナミックギター譜を編集する場合、 五線譜とタブ譜には重要な違いがあります： 

・ タブ譜の運指を変えることができる一方、同じデータを共有していても、表記されたピッチは同じままです 。 

・ いくつかのオブジェクトはフィルターされ、タブ譜に表記されません。例えば、エクスプレッション・テキストは五

線譜のみに入力され、スラーはどちらにも入力されます。 

・ ベンド（Jキー）もスタイルごとに表記が異なるので、それに応じて処理されます。 

・ 各譜表は独立したダイナミックパートを持ち、他のパートと同じように独立して編集することができます。 

 
新しいManuScriptコマンドID 
(Sibelius Ultimateのみ) 

Sibelius Ultimate の ManuScript 言語に、コマンド ID add_dynamic_guitar_staff が追加されました。 

 
 

新しい楽器 
Sibeliusに新しい楽器が追加されました： 

サスペンドシンバル 一般的なシンバル楽器に似ていますが、ロール用に特別なサウンド・マッピングが施されていま

す。 

A管バスクラリネット ワーグナー、マーラー、ストラウスの作品で、B♭管バスクラリネットの対旋律に使われる、より

レアな楽器です。 

コントラバス（ソロ、F#BEAチューニング）  バス協奏曲のソリストに使われる調弦法で、表記は長2度下に移調されま

す。 

 

すべての楽器がSibelius for mobileに追加 
Sibelius for mobileは、MacとWindowsのSibeliusに対応するバージョンにあるすべての楽器を含むようになりました。 
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Sibelius 2022.5の新機能と改善点 
 
 
 

Sibeliusの新しい製品名 
Sibeliusには、３つのバージョンがあります： 

Sibelius Ultimate プロフェッショナルの作曲家、アレンジャー、出版、教育機関向け 

Sibelius Artist 学生や熟練したアマチュア向け、最大16個までの譜表を使った小規模のアンサンブルのスコアを作成 

Sibelius First 楽譜作成が初めての方向けの無料のバージョン 

 
 

ワイルドカードを使った変更 
Sibeliusでは、スコア内にワイルドカード・テキストを定義できます。ワイルドカードは、スコア全体におけるスコア情報

を呼び出して使用する簡単な方法です。必要に応じて新しいワイルドカード・テキストを定義すると、スコア情報

（「backstage」）が上書きされます。 

すべてのワイルドカードは、右クリックして開いた単語メニューから選択できます。スコア内の任意の場所で使用し、テ

キストを定義できます。Sibelius for mobile、およびMacとWindows上のSibeliusでワイルドカードを使用できます。 

 

スコアに新しいワイルドカードを設定するには： 

1 ワイルドカード・テキスト・オブジェクト（テンポやメトロノームを除く、タイトル、サブタイトル、作曲家、ヘッ

ダーなどのシステム・テキスト・スタイル）を追加します。 

2 右クリック（Sibelius for mobileでは2本の指でタップ）し、メニューから任意のワイルドカードを選択します。 

3 テキストを編集するには、等号(=)の後に新しいテキストを定義して（例：\$title = 新しい定義\）、スコア全体のスコ

ア情報を変更します。（例：\$title=Bright Sunny Day\） 

4 テキスト編集モードを終了すると、タイトルが「Bright Sunny Day」に変更されます。 

5 以降、スコアで\$title\を使用すると、変更されたタイトルの「Bright Sunny Day」が表示されます。 

 

テキスト・オブジェクトを再度編集するには、ワイルドカードをクリックして表示される\$title=Bright Sunny Day\を編集

します。この変更は、MacおよびWindowsの[ファイル]タブの[情報]（backstage）にも反映され、スコア上の全ての

\$title\ワイルドカードも更新されます。 

テキスト・オブジェクト内に「backstage」とワイルドカードを定義すると、スコア情報で該当するフィールドにもその定義

された情報が設定されますが、これらの変更は、MacまたはWindowsのSibeliusでファイルを開いたときにのみ表示されます

（Sibelius for mobileには、backstage（ファイル情報）のページがないため）。 

 

MacまたはWindowsでは、[ファイル]タブの[情報]（backstage）からもスコアのワイルドカードを設定できます。 
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スコア上の新しいヘッダーとフッター 
(Sibelius Ultimate のみ) 

ヘッダーとフッターのテキストスタイルに新しいパラメーターを追加したことで、セクション終了のレイアウトの印を超

えてヘッダーが繰り返されず、スコア上に複数の異なるヘッダーとフッターを設定できるようになりました（第二楽章、

など）。 

 

スコアにヘッダーまたはフッターを設定するには： 

1 [テキストスタイルの編集]ウィンドウで、ヘッダーまたはフッターのテキストを編集します。 

2 [リピート]ページで、[セクションの最後まで繰り返し]にチェックを入れます。 

3 [OK]をクリックします。 

4 スコアに、インスペクターを使用してセクションの最後を入力します。 

5 セクションの最後の前のページに、ヘッダーまたはフッターのテキストを入力します。これはセクションの最後の後

には表示されません。次のセクションでヘッダーまたはフッターを新しく設定するには、セクションの最後の後に新

しいヘッダーまたはフッターのテキスト・オブジェクトを作成します。 

 

 
 

新しい選択の拡張コマンド 
[設定]>[キーボードショートカット]の[選択]カテゴリーにある2つの新しいコマンドを使用して、スコアの先頭または最

後まで選択を拡張できます。これらは、コマンド検索からアクセスするか、次の新しいキーボードショートカットを使用

して実行できます。 

・ スコアの先頭まで選択を拡張： 

・ Mac：Command + Shift + Home 

・ Win：Control + Shift + Home 

・ スコアの最後まで選択を拡張： 

・ Mac：Command + Shift + End 

・ Win：Control + Shift + End 

 

 
 

新しいSibeliusファイル形式 
Sibelius 2022.5は、テキストを繰り返すための新しいオプションをサポートするために、新しいファイル形式を使用しま

す。2020.1以降のSibeliusのどのバージョンでも2022.5のスコアを開くことができますが、新しいワイルドカード定義の機

能、または新しいヘッダーのセクションの最後の機能を使用した2022.5のスコアでは、これらの機能は使用できません。 
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新しいタイの後ろの音符以外をフィルター 
選択範囲内のタイの後ろの音符以外をフィルター（選択）できるようになりました。これは、選択範囲内のタイがかかっ

た最初の音符にアーティキュレーションを追加する場合に特に便利です。 

 
選択範囲内のタイの後ろの音符以外をフィルターするには、次のいずれかを実行します： 

• Mac、Windows：[ホーム]＞[フィルター]＞[音符と休符]＞[タイの後ろの音符以外]を選択します。 

• Mac、Windows、Sibelius for mobile：コマンド検索から[タイの後ろの音符以外]を選択します。 

 

 
 

新しいManuScriptコマンドID 
次の新しいコマンドIDがManuScriptに追加されました： 

filter_non_tied_notes 選択範囲内のタイの後ろの音符以外をフィルター 

section_end 新しいセクションの最後を追加 

 

 
 

デフォルトのペダル線の改善 
次の小節やシステムまで伸びることなく、小節の終わりでペダル線が切れるようになったため、以前のように正しい位置

に動かす必要はありません。 

 

 

 

その他の改善点 
・ Macのインストーラーは、MacOS10.12以前にはインストールされなくなります。以前は、サポートされていないmacOS

のバージョンでもインストールすることができました。 

・ クイックスタート・ウィンドウで入力したワイルドカードが、タイトルページでも機能するようになりました。 

・ 複数のシンボルで[位置をリセット]を実行した後、Sibeliusが異常終了しなくなりました。 

・ 韓国語と日本語の歌詞をSibeliusに入力する際の問題（Sibelius2021.9で導入）が修正されました。 
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Sibelius for mobile 2022.4の改善点 
 
 
 

移調機能の追加 
 

Sibelius for mobileでは、選択したオブジェクト、選択範囲、またはスコア全体をキーまたは音程ごとに移調することができ

ます。SibeliusとSibelius Ultimateでは、コンサートピッチと移調スコアの切り替えも可能です。 

キー（ハ長調やイ短調など）を設定して作成されたスコアを移調する場合、スコア内のすべての調号はキーに応じて更新

されます。無調/調号なしで作成されたスコアの場合、調号は追加されません。 

システム譜表を含む選択範囲（紫色）を移調する場合、それに応じて新しい調号が選択範囲内に適用されます。 システム

譜表を含まないオブジェクトと範囲の選択（青色）では、音符は移調されますが、調号は追加（変更）されません。 

 

スコア全体を移調するには： 

1 Avidマスター・アカウントにログインします。 

2 移調したいスコアを開きます。 

3 スコアで何も選択されていないことを確認します。 

4 [詳細]メニューをタップします。 

5 [移調]をタップします。 

 

 

 

[詳細]メニュー内の[移調]コマンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細メニュー 
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6 [移調]メニュー内では、次の操作が行えます： 

・ 移調スコア：コンサートピッチと移調スコアの切り替え（SibeliusとSibelius Ultimateのみ） 

・ 移調：[キー]をタップしてキーごとにスコアを移調、[音程]をタップして音程ごとにスコアを移調 

・ 上下矢印：上にスワイプして上に移調、下にスワイプして下に移調 

・ 音符名または音程名：上下にスワイプして移調したいキーまたは音程を選択 

 

[移調]メニュー 

 

7 [スコアを移調]をタップします。 
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スコア内の選択範囲を移調するには： 

1 移調したいオブジェクトまたは範囲を選択します。 

2 [詳細]メニューをタップします。 

3 [移調]をタップします。 

4 [移調]メニュー内でオプションを設定します。 

 

選択したオブジェクト（音符）を完全４度上に移調 

 

5 [選択範囲を移調]をタップします。 

 



 

 

Sibelius 2022.3の新機能と改善点 
 
 
 

サポートされるオペレーション・システムの変更 
• Windows 11のサポート 

• macOS 12.x(Monterey)のサポート 

• macOS 10.12.x(Sierra)はサポートされなくなりました 
 

 

グラフィック・ユーザー・インターフェースの更新 
Sibeliusのグラフィック・ユーザー・インターフェースがよりモダンなスタイルに更新されました。新しいスタイル

は、より落ち着いた配色で、よりフラットでクリーンな外観になっています。リボンとクイックスタートが新しいス

タイルに更新されました。 

 

 

リボン、音符入力タブ 
 
 

 
Sibeliusクイックスタート・ウィンドウ 

 
 
 
 
 
 
 

Sibeliusの新機能と改善点 16 
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新しいクイックスタート・テンプレート 
次の新しいスコア・テンプレートがSibeliusクイックスタートに含まれ、英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、

ブラジルポルトガル語、ロシア語、および日本語で利用できるようになりました： 

• バンド 

• マーチングバンド 

• ブラスバンド 

• コンサートバンド 

• ブラストリオ 

• ブラスカルテット 

• ブラスクインテット 

• フルート、Bbクラリネット、バイオリン、   

チェロ、ピアノ 

• ピアノトリオ 

• ピアノカルテット 

• ピアノクインテット 

• 木管三重奏 

• 木管四重奏 

• 木管五重奏 

• 弦楽三重奏 

• 弦楽四重奏 

• 弦楽六重奏 

• サクソフォンカルテット 

• ハンドベル（１譜表） 

• ハンドベル（２譜表） 

• ジャズコンボ 

• 合唱 SATB +ピアノ 

• 合唱SATB  

• 合唱 SSA +ピアノ 

• 合唱SSA  

• 合唱 TTB +ピアノ 

• 合唱 TTB  

• チェロ 

• 弦楽オーケストラ 

• オルガン 

• ピアノ 

• ギター 

• トロンボーン 

• Bbトランペット 

• バイオリン+ピアノ 

• バイオリン 

• フルート 

• ボーカル+ピアノ 

• オーケストラ 

• ボーカル 

• バックコーラス 

• ギター 

• ギタータブ 
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ManuScript 言語の改善 
(Sibelius Ultimate のみ) 

 
Sibelius Ultimate用のManuScript言語は、記譜ルールと譜表サイズ調整の方法が改善されました。 

 
小節番号の表示頻度 

 
BarNumberFrequency(BarNumberFrequencyCategory, [customFrequency])は、記譜ルール・ダイアログ内での設定に

相当するものです。EverySystem (0)、 No- BarNumbers (1)、 EveryNthBar (2)を含めて、

BarNumberFrequencyCategory の値を有効にします。オプションのカスタム表示頻度： customFrequency では、EveryNthBar 
(2) BarNumberFrequencyCategoryと組み合わせて、小節番号がスコアに表示される頻度（小節単位）を設定します。 

 
譜表サイズ 

 
ScaleFactorChange(StaveScaleFactor, startBarNum, endBarNum)は、インスペクター内での譜表サイズ・プロパテ

ィの設定に相当するものです。NormalSize (0)、MediumSize (1)、 SmallSize (2)、 ExtraSmall- Size (3)を含めて、

StaveScaleFactor タイプを有効にします。startBarNumとendBarNumで指定された有効な範囲が必要です。 
 

コマンド名検索のアップデート 
 

Sibelius.FindCommandName() 機能がコマンドIDとスタイルIDの両方で利用できるようになりました。 
 

FindCommandName(Id) は、CommandIdまたは StyleIdを、Sibeliusで設定されている言語に対応するコマンド名または

スタイル名に変換し、その名称を使用します。一致するものが見つからない場合は、名称は表示されません。  
例： 

Sibelius.FindCommandName("toggle_review_mode"); //CommandId Sibelius.FindCommandName("line.staff.bend");
 //StyleId 

 
新しいコマンド ID 

 
49個の新しいコマンドIDが Execute 機能に追加されました。リストはManuScript Language Guide.pdf(英語版)をご覧ください。 

https://resources.avid.com/SupportFiles/Sibelius/2022.3/ManuScript_Language_Guide.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 Technical Support (USA) Visit the Online Support Center 

www.avid.com/support 

Product Information 

For company and product information, visit us on the web at 

www.avid.com 
 

https://www.avid.com/learn-and-support
https://www.avid.com/
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